
バーチャル市役所ボーダーレス交流係（2018年1月25日ミーティング結果概要）

外国人と日本人が
交流できる場づくり

日本語が話せない外国人（子ども）
の受け入れ体制づくり

意見を取り入れて

外国人と日本人が
交流できる場づくり
意見交換
質問

定期的に集まって
質問を投げかけ合う
例：小さい子のいる
母親向け

2ndフェーズ
家庭的食事

どう外国人に声かけるか
・市役所の住民票の窓口に○○塾と
して置いてもらう
・SNS 他

現場の声 ⇒ ことば ⇒ 発信
・学校の現場
・仕事の現場

・Q&A 不明はここに電話ください ～ 困った時の窓口
・放課後学習支援 （5日間の初期対応では初期にも不足）
・ネパールの生徒…先生は投げているので自分からもっていきたい

・あるモノの活用 → 情報が届いていない ～情報インフラ整備
いせさき広報の翻訳版 大泉町のガラッパ
自治会に参加しない → 溝の拡大

・「なんでも相談センター」 群馬県に一つ ～ 場所が必要
外国人と日本人の両方を対象
例；税金、水道

バーチャル市役所ボーダーレス交流係
・ やってみたい人はかかわる
・ 強制するものではない
・ 決めたら参加してやらねばならない、ではない

自主的行動

・どこまですくうか
→ 全員ではなく、市の足りないところ

・明日、1か月後、1年後


